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在

川

「宝
」
と
は
、
新
羅

・
高
麗
お
よ
び
朝
鮮
時
代
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
仏

教
信
者
達
、
王

・
官
吏
が
銭
穀
を
施
納
し
、
そ
れ
を
本
と
し
て
、
利
息
を
以
て

仏
事
の
経
費
に
資
し
た
り
、
ま
た
は
、
貧
民
救
済
、
公
共
事
業
の
経
費
に
あ
て

(
1

)

る
機
構
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
講
と
似
た
組
織
で
あ

つ
た
と
い
え
る
。

宝
の
種
類
と
し
て
は
、
新
羅
二
十
六
代
真
平
王
三
十
五
年

(六

=
二
)
占
察

法
会
の
経
費
に
あ
て
る
た
め
、
円
光
法
師
が
設
立
し
た
と
い
う

「占
察
宝
」
が

(
2

)

あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
清
信
女
が
田
地

一
百
結
を
本
と
し
て
、
収
穣
の
穀
物
を

以
て
占
察
法
会
の
経
費
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『高
麗
史
』
に
は
、
太
祖
十
三
年

(九
三
〇
)
に
西
京

(平
壌
)

で
、
学
校
の
奨
学
費
と
し
て
倉
穀

一
百
石
を
賜
わ
り

「学
宝
」
と
し
た
記
事
が

(
3
)

見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

「
宝
」

が
歴
史

文
献

に
数
十
種
も
現

わ
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、

「
宝
」
の
設
置

に
は
、

そ
の
原

因
行
為

と
施
納
額
が
明
ら
か

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
私
が

「
宝
」

の
研
究
に
お
い
て
問
題

と

し

て

と
り

あ

げ

る

の

は
、
『
高
麗
史
』

に
見

え
て
い

る

「
八
関
宝
」

と

「
済
危
宝
」

で
あ

る
。

従

来

の

「宝
」

の
研
究
者

は
い
ず

れ
も
、

こ
の
両
宝
を
前
記

の

「
宝
」
と

一
括

し
て

(
4

)

取
扱

つ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は

「存

本
取
息
」

の

「
宝
」

で
は
な
く
、

単
な

る

国
家

の
官
庁

で
あ

つ
た

と
推
定

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
宝
」

の
字
が
名
称
に
使

わ
れ
た
機
関
の
中
で
国
家

の
重
大

な

儀
礼

で
あ

つ
た
八
関
会

の
施
行
を
掌

つ
た

「
八
関
宝
」
と
、
国
家

の
重
大

な
事

業

で
あ

つ
た
災
民
救
済
と
病
民
救
療
事
業
を
掌

つ
た

「済
危
宝
」
で
あ

る
。

こ
の
二
つ

の

「
宝
」
は

「
存
本
取
息
」
し

た

こ
と

が
確

実

な

「
宝
」

と
、

「
宝
」
と

い
う
文
字
が
共
通
し

て
い
る

の
は
事
実
で
あ
る
。

こ
の
八
関
宝
と
済
危
宝
に

つ
い
て

「
宝
」

の
先
行
研
究
者
達
は
何
ん

の
証
拠

も
な

し
に
、

「
存
本
取
息
」

の
宝

で
あ

つ
た
と
述

べ
て
お
ら
れ

る

が
、

両

宝

が

「
存
本
取
息
」

の

「
宝
」
で
あ

つ
た

こ
と
を
証
明
す
る
設
立

の
原
因
行
為
等

は

一
行

の
記
事
た
り
も
発
見
出
来
な
か

つ
た
。

そ

こ
で
次
の
五
個

の
証
拠
を
挙
げ

官
庁

の
名
称
に
す
ぎ
な
か

つ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

原

因
行
為

に
対
し
て

ま
ず
、

八
関
宝
は
、
文

宗
三
〇

年

(
一
〇

七
八
)

に

「
諸
司
都
監
各
色
」
と

(
5
)

同
じ
く
実
務

官
庁
の

一
つ
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、

仁
宗
四
年

(
一

一
二
六
)

二
月
に
李
資
謙

が
叛
逆

の
罪
に
問
わ

れ

た

と
き
、

「
八
関
宝
」

に
資

(
6
)

謙
と
妻

子
を
囚

監
し
た

こ
と
が
あ

つ
た

こ
と
か
ら
も
、
「
八
関
宝
」

は

官

庁

で

あ

つ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
高
麗

時
代
に
来
朝
し
た

こ
と

の
あ
る

宋

の
使

臣
徐
競

は
そ
の
著

書

『
高

麗
図
経
』

の
中
に

「
八
関
司
と

い
う
官
庁
が

(
7
)

昇

平
門
の
東

に
在

つ
て
斉

祭
の
事

を
掌

つ
て

い
る
」

と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
外
、

「
八
関
宝
」

が

「
存

本
取
息
」

の
行
為

を
以

て
八
関
会
施

行

の
資

財

を
辮

し
た
と
い
う
証
拠

は
、
『
高
麗
史
』

に
は
全
く
見
当
ら
な

い
。

次
に
済
危
宝

は
光
宗
十

四
年

(
九
六
四
)

に
始

め
て
救
済
官
庁
と
し

て
設
立

(
8
)

さ
れ
た
。
飢
民
ま
た
は
病
者
を
施
食
・
救
済

・医
治
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
『
高

麗
史
』
に
は
同
類
の
官
庁
で
あ
つ
た
東
西
大
悲
院
と
恵
民
局
と
同
列
に
同
様
な

政
府
行
政
機
関
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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『
高
麗
史
』

に
は
済
危
宝
が
施

納

の
財
を
以
て
殖
利
し
た
実
例
、

暗
示
、

ま

た
は
宝
米

の
貸
借
に
関
す
る
説

明
、
批

判
な
ど
、

済
危
宝
を

「宝
」

と
し
て
み

と
め
ら
れ
る
証
拠
は

一
つ
も
な
い
。

二

殖
利

の
実
証
に
関
し
て

八
関
宝

と
済
危
宝
は
、

国
家

の
予
算

で
運
営
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

証

拠

の

一
つ
と
し

て
は

『
高
麗
史
』

に

「
燃
灯

・
八
関

の
斉
祭
客
使
等

の
年
間
用

(
9

)

度

と
し
て
合
計
四
千
三
百
二
十

一
石

を
策
定
し
た
」
と
い
う
記
事
が
あ

る
。

三

「
諸
宝
」

と
の
関
係

(
10
)

『
高
麗
史
』
に
見
ら
れ
る

「
内
庄
宅

及
宮
院
諸

宝
」

の
諸
宝

は

「
諸
宝
」
と

い
う
表
現

で
各
種
の

「
宝
」
を
ま

と
め
て
複
合
名
詞

と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る

が
、
「
内
庄
宅
及
宮
院
諸
宝
」

の
諸

宝

は

「
内
庄

宅

宝
」
お

よ

び

「
宮

宝
」
、

「
院
宝
」
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
八
関
宝

と
済
危
宝

は
は
い
ら
な

い
。

四

「
宝
」
の
他

の
意
味

高
麗
時
代
に
於
て

「
宝
」

の
字

は
必
ず
し
も

「
存
本
取
息
」

の

「
宝
」

の
意

た
か
ら

味

で
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、

普
通

の

「
宝
」

の
意
味

と

し

て

の

「
高
貴
な
財
」

ま
た
は

「
生
命
を
救
う
高
貴
な
薬
材
」
な
ど

の
意
味
に
も
使

用

さ

れ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
種
類

と
し
て
は
、
毅
宗

が
宮
内
別
室
に
設
け
た

「善

(
11

)

救
宝
」
、
忠
恵
王
が
私
置
し
た
と
い
う

「宝
興
庫
」
、ま
た
は
官
庁
で
あ
る

「典

宝
都
監
」
、
「宝
源
解
典
庫
」
、「宝
泉
」
、「宝
蔵
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

五

諌
官
達
の
批
判

高
麗
朝
大
臣
の
中
で
代
表
的
庶
政
批
判
家
達
の
上
疏
の
文
中
に

「宝
」
や

(
12

)

「
八
関
会
」
に
関
係

の
あ
る
指
摘
や
建
議
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
そ
の
殖
利
行

為

に
対
す
る
批
判
は

一
語
も
あ
ら
わ
れ

て
い
な

い
。

以
上
の
よ
う
に

「
八
関
宝
」
と

「
済
危
宝
」

と
は

「
存
本
取
息
」
の

「宝
」

で
は
な
く
、

普
通

の
官
庁

に

「
宝
」

の
字
が
使

わ
れ
た
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

1

『
高

麗
史
』
巻

八
○
、

恩
免
之
制
条
。

2

『
三
国
遺
事
』
巻

四
、
円
光
西
学
条
。

3

『
高

麗
史
』
巻

一
、
太
祖
十
三
年
条
。

4
 
金
三
守
、
「
宝

の
前
期
的
資
本
機
能

に
関

す
る
宗
教

社
会

学

的

研

究
」

(『
亜
細
亜
学
報
』
第

一
輯
、

五
五

一
頁

以
下
)
。

5

『
高

麗
史
』
巻

七
七
、
諸
司
都
監
各
色
条
。

6

『
高

麗
史
』
巻

一
二
七
、
叛
逆
条
。

7

『
宣

和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻

一
六
。

8

『
高

麗
史
』
巻

七
七
、
諸
司
都
監
各
色
条
。

9

『
高

麗
史
』
巻

八
○
、

禄
俸
条
。

10

『
高

麗
史
』
巻

八
○
、

恩
免
之
制
条
。

『
同

書
』

巻
八
二
、
馬
政
条
。

11

『
高

麗
史
』
巻

八
○
、

毅
宗

条
。

「
同
書
」

世

家

三

六
、
忠

恵

王

二
年

条
。

「
同
書
」

巻
七
七
、
崇
福
都
監
条
。

「
同
書
」

巻
七
六
、
小
府
寺
条
。

12

『
高

麗
史
』
巻

九
三
、
崔
承
老
条
。

「
同
書
[」
巻

一
〇
〇
、

崔
忠
烈
条
。

「
同
書
」
巻

一
一
八
、
趙
浸
条
。

(
仏
教
大
学
大
学
院
)

韓
国
仏
教
に
お
け
る

「
宝
」

に

つ
い
て

(
林
)
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